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　３年間担任（和田達之助先生）と級友はずっと
一緒で、これが今でも親しく付き合える所以で
す。HR代表や生徒会長に選ばれ、柔道にも打ち
込み、市体の個人戦で優勝しました。
　直後に母が脳腫瘍で亡くなり、その辛さ、空虚
感から立ち直った時、医師になろうと決心してい
ました。

　27年前の体育大会は附中のグラウ
ンドで行われていました。
　当時は２年から３年へのクラス替え
がなく、砂ぼこりが舞う中、前年度の
悔しさをバネに精一杯声を張り上げて
応援しあったことが何よりもの想い出
です。　　　　卒業生　吉田寛先生

　育桜会だよりは、1985年（昭和60）
12月に第1号が発行され、今号で100号
を迎えました。
　100号の節目に卒業生、そして保護者
の皆様から想い出をお聞きしました。こ
れまでの育桜会だよりと共に、学校創立
70周年の歩みを写真で振り返ります。

奈良県立医科大学　名誉教授 吉岡　章
附中時代の想い出

“こんなことをするのか”想像
を超えたことが授業や学校生活
の中で起こっていました。
　枠にとらわれない授業・人が
たくさんあった、いたことが印
象に残っています。
　そんな授業をこの附中で行っ
ていきたいです。
　　　　卒業生　山本浩大先生

　先生とよく話をしたことが心に
残っています。
私は真面目とは言い難い生徒でし
たが、何かしら気にかけてくだ
さった先生方の表情をよく覚えて
います。
　小学校にはなかった「居場所」
というものを実感できたのが中学
校でした。卒業生　若森達也先生

　2年生の文化のつどいで、バンドを組んで出演した息子
は、思いのほか評判が良く、気を良くしたのか、現在は大
学でヴォーカルの勉強をしています。
　当時、学年委員長をさせていただいていた私は、周りの
お母さんたちから『○○君、カッコ良かったよ!!」とたくさ
んの声をかけていただき、自分のことのようにうれしかっ
たことを覚えています。　　　　　　　　卒業生 保護者

『育桜会だより』第100号の発行に思う
　創立70周年を記念して作成された「附中のあゆみ年表」をみると、『育
桜会だより』第1号の発行は1985(昭和60)年12月とあります。
　私事で恐縮ですが、その前年、私は25歳で公立中から附中に転任し、翌
85年は私が附中で初めて担任を持った年でした。その子らも今や40代後
半になり、それぞれの立場で社会の一翼を立派に担ってくれています。
　今年、記念すべき第100号の発行を在職中にみることができ、感激する
と共に、これまで発行に関わっていただきました歴代の育桜会広報部や本
部役員の皆様に衷心より感謝申し上げたいと思います。
　毎号の『育桜会だより』には、その時どきの育桜会長や校長、副校長の
思いが綴られ、各学年の宿泊行事や文化のつどい、体育大会（スポーツデ
イ）など、様々な学校行事で活躍する子どもたちの姿が掲載されていま
す。その意味からも、『育桜会だより』は附中の歴史の貴重な記録であ
り、証人であると思います。
　これからも第200号、第300号と歴史が引き継がれていくことを祈念
し、擱筆いたします。

第100号

　附中は行事が多く、子ども
たちが発表する場が多かった
ので毎回楽しみにしていまし
た。
　宿泊行事報告会、文化のつ
どいの発表など学年が上がる
につれ内容も濃く、発表する
姿も堂々と立派になっていく
姿を見て成長を感じられまし
た。　　　　卒業生 保護者

　長女の在学中に創立50周年を迎え、その年の
バザーで買ったレモンバームが今も庭にありま
す。
　文化部の役員をしていた時、タイ料理教室を
開催しました。秋には布引ハーブ園へバスを
チャーターして行きました。準備などいろいろ
と大変でしたが、珍しい料理、少し遠出した社
会見学は、皆さんに喜んでいただき嬉しかった
のを覚えています。　　　　　卒業生 保護者

　私が在学していた頃の宿泊行事は、
１年生は都祁の吐山で野外活動、
２年生は福井の小浜で臨海実習、
３年生は信州方面への修学旅行でした。
　「附中生は行事で育つ」の言葉どおり、生徒主体の行事での
　学びは広く深く、かけがえのない財産になりました。　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　卒業生　吉岡睦美先生

　　 第1号は見つかり
ませんでしたが、4号が残っ 
ていました。  
　生徒へのアンケート、保護
者の方からの寄稿があり、子
どもとの関わりについて
 　意見が交わされて
　　　います。

4
号

　　　27号では
『親の気持ち・子の気持ち』が
特集されています。
20年以上経っても変わらない、
親・子の思いがありました。

27
号

72
号

副校長 谷口尚之

9号では先生紹介を
しています。
知っている先生も
いるかも？
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　100号記念の記事を書いていく中で、卒業生の方、保護者の皆
様も附中での想い出をとても大切にされていることを感じまし
た。
　過去の育桜会だよりを見ると、アンケートや保護者からの寄稿
などがあり、家庭と学校が積極的に関わりをもっていたことが分
かります。
　これからも、家庭と学校の架け橋、親と子のコミュニケーショ
ンのきっかけとなる「育桜会だより」でありたいと思います。
　感想をお聞かせいただければ、広報部としてもうれしいです。
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『今、咲き誇る花たちよ』
『ハピネス』 『道』『ハピネス』

『栄光の架け橋』『キセキ』 『世界に１つだけの花』『愛をこめて花束を』

『作品展』

5組5組

1年1年

2年2年
『川合学級』

　　　『未来からの脱出
　　　〜愛が無くなった世界を救えるか〜』

『雨が降ったら虹が出る』

『感情をなくした村虹の村』

3年3年 『Raison  d’etre』

『青春 memory』

『Tomorrow〜明日を信じて生きていく〜』

「モダン・アイズ」

　小雨の中開催された今年の文化のつどい。雨
にも負けない素晴らしい発表でした。今年度は、
生徒会の方針「創咲」に沿ったテーマで開催さ
れました。
　１年生は「合唱」、２年生は「展示発表」、３
年生は「劇」を通じ、ひとりひとりが、個性、
かたち、がんばりを作り上げ、表現してくれま
した。そして、ひとりひとりの小さな力が大き
な花として咲いた素晴らしい文化のつどいとな
りました。

1組 1組

4組3組

1組
2組

2組

2組

3組

3組

4組

4組

　◎バザーによる　　　
収益金175,550 円

◎募　　金　9,651 円

「ColorFull　Garden」
　　～個性の花束～

文化のつどい文化のつどい
１０月１６日（月）

１７日（火）

各 部有志発表

劇『わらしべ王子』


